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尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定により12月定例会において

呂1排氏のと為り質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。

令和 5年/ノ

透三血・午後 9

個人2

1

月ユ/日

時クク分

令和5年11月21日

質問事項

2 質闇方法

氏名 一原美佳子

1回目一括質問、一括答弁

再質問以降質問事項(大項目)

0

4 件

主^選択する方法に0を付す。
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子      

質 問 事 項 

 

№  １   

祖父母の子育て応援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 

 

 

 

共働き世帯が増える中、父母の代わりに祖父母が育児を行う機会が増えて

います。祖父母は子育ての大切なサポーターとして期待されていますが、祖

父母世代が子育てをしていた時代に比べ、昨今は情報が多く、子育てに関す

る常識が大きく変化しています。父母との関係や育児に不安を抱くケースが

ある中、本市における祖父母の子育て応援について、以下伺います。 

 

（１）現状について 

祖父母の子育て応援の現状についての認識、市が行っている支援につい

て伺います。 

 

（２）祖父母手帳について 

以前、議会質問において祖父母手帳の作成を提案した際、「子育て支援

の推進にもなると考えるので、先進事例の取り組みなどを一度研究してみ

たい」と御答弁されました。研究結果はどのようであったのでしょうか？

改めて、祖父母手帳の作成のお考えを伺います。 

 

 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子      

質 問 事 項 

 

№  ２   

子どもの任意予防接種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

これまでも議会質問で取り上げた子どもの任意予防接種に関する事項について、

現状や検討結果、今後の導入予定等について、以下伺います。 

（１）インフルエンザ予防接種について 

ア インフルエンザの感染状況と影響について 

本市における今季の感染状況と学級閉鎖や行事等への影響について伺いま

す。 

イ 臨時的な措置の成果について 

本市では、コロナ禍でのインフルエンザの発症・重症化を防ぐため、令和

２年度から３年間、子どものインフルエンザ予防接種費用の一部が助成され

ました。事業の成果について伺います。 

ウ 予防接種費用の助成について 

以前、子どものインフルエンザ予防接種費用の助成について議会質問した

際に、現時点での考えはないが、今後、予防接種施策を考える中で、受験生

や経済的な負担の大きい世帯などに対象を絞った助成については、必要性を

含め検討していきたいとの考えを示されていました。その後、検討をされど

のようにお考えでしょうか？子どもの健康を守り、保護者の負担軽減となる

インフルエンザワクチン予防接種費用の助成について、改めて見解を伺いま

す。 

 

（２）おたふくかぜ予防接種費用の助成について 

おたふくかぜ、流行性耳下腺炎は、ムンプスウイルスによって感染し、主な

症状は唾液腺の腫脹や発熱です。様々な合併症を伴うこともあり、無菌性髄膜

炎、脳炎、難聴、まれに精巣炎や卵巣炎などを起こすことがあります。予防接

種を受けることで、高い確率で感染を防ぐことができると言われております。

それゆえ、ワクチンを接種して発症や重症化を予防することが望ましいのです

が、任意接種扱いとなっております。愛知県内で助成制度を実施している自治

体は29自治体まで広がり、そのうち13自治体は２回接種の助成を行っていま

す。 

本市でも、子供の健康と命を守ること、そして子育て世代の負担軽減や費用

対効果の観点から、おたふくかぜ予防接種費用の助成を求めたいと思います

が、改めて見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子      

質 問 事 項 

 

№  ３   

学校の水泳授業の民間委託について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 

 

 

 

今年度、「民間プールを活用しての小学校の水泳授業の実施」が旭小学校

と本地原小学校でスタートしました。 

水泳授業の民間委託は、学校プールの維持管理、改修費用などコスト面で

の削減や専門知識のあるインストラクターによる子どもたちの泳力向上、天

候に左右されない、教職員の負担軽減など、多くのメリットがあり、今後の

取組に大変期待をしています。今年度実施した民間委託の成果、効果などの

検証結果や今後の取組について、以下、伺います。 

 

（１）今年度の実施について   

 

ア 児童や保護者の反応について 

今年度、実施した２校のアンケート調査によると、大多数の児童や保

護者、及び教職員より水泳指導に効果があったとの回答が寄せられたと

のことでしたが、具体的にどのような反応があったのでしょうか？ 

 

イ 教職員の反応と負担軽減について 

教職員の反応について、また民間委託による教職員の負担軽減につい

て伺います。 

 

ウ 水泳指導の効果について 

民間委託による児童への水泳指導は、どのような効果があったのか伺

います。 

 

（２）費用対効果について 

老朽化が著しい旭小学校と本地原小学校の２校を民間委託とする決定

をした際に、総合判断としてメリットが多いと述べられていましたが、

民間委託の費用対効果について伺います。 

 

（３）今後について 

メリットが様々あり、費用対効果が期待できる水泳授業の民間委託の

今後の実施予定について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名  芦原 美佳子      

質 問 事 項 

 

№  ４   

発達性読み書き障害（ディスレクシア）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 

 

 

 

発達性読み書き障害（ディスレクシア）は、学習障害のひとつのタイプとされ、

全体的な発達には遅れはないものの、文字の読み書きに限定した困難があります。 

知能や聴いて理解する力、発話で相手に自分の考えを伝えることには問題がないた

め、障がいが周りからは気づかれにくく、読み書きの困難から、学業不振が現れた

り、二次的な学校不適応などが生じることもあります。 

またディスレクシアは、障がい種の中で、最も出現頻度が高いともいわれ、日本

の小学生の約７～８％に存在し、クラスに平均２～３人いるとの報告もあります。 

周りの人が理解し適切なサポートをすることで、困難さを軽減することもできると

されている、ディスレクシアへの適切なサポート体制等について、以下、伺いま

す。 

（１）ディスレクシアの児童生徒の把握について 

市内小中学校において、ディスレクシアの疑いがある児童生徒について、ど

の程度把握されているのでしょうか？ 

（２）早期発見・早期支援体制について 

ア 現状について 

ディスレクシアの疑いのある児童生徒を早期発見し、早期支援を行うこと

は、とても重要と考えますが、現在、学校現場では、どのような取組が行わ

れているのか伺います。 

イ Ｔｓｕｋｕｂａ (つくば)モデルについて 

茨城県つくば市では、読み書き対応Ｔｓｕｋｕｂａ(つくば)モデルという

発達性ディスレクシアの早期発見・早期支援体制を導入し、効果を上げてい

ます。本市での導入について見解を伺います。 

（３）適切な支援体制について 

障がいの困難さを軽減するため、学校現場においてタブレット端末の活用や

デジタル教科書を効果的に活用できるようにするなど、適切な支援体制が必要

と考えますが、お考えを伺います。 

（４）発達性ディスレクシアへの理解を広げるために 

合理的配慮への理解を他の児童生徒や保護者に周知することや、発達性ディ

スレクシアへの理解を促す必要があると考えます。先進的な取組をしている練

馬区社会福祉協議会の「発達性読み書き障害早わかりガイド」のような理解を

促すツールを活用し、発達性ディスレクシアへの理解を広げていくことについ

て、見解を伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


